
カ
ル
テ

、
回
翻
習

ス
》
刃
↓
伺

今
回
は
、
尿
道
カ
ル
ン
ケ
ル
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
尿
道
カ
ル

ン
ケ
ル
と
い
う
病
名
は
、
あ
ま
り

聞
か
れ
た
こ
と
が
な
い
方
も
お
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
病
気

は
、
閉
経
後
の
女
性
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
尿
道
口
部
に
見
ら
れ
る

赤
く
突
出
す
る
病
変
で
、
通
常
尿

樫
的
な
炎
症
と
が
重
な
り
発
生

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

症
状
は
無
症
状
の
こ
と
が
多

く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
貪
病
院
受

診
(
特
に
婦
人
穫
診
)
の
際
に

し
ゅ
り
ゅ
、
つ

偶
然
、
尿
道
口
に
赤
い
腫
瘤
性

の
突
出
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
そ
の
他
、
血
尿
、
下
着

道
後
壁
か
ら
発
生
す
る
ー
、

と
小
さ
な
良
性
腫
傷
で
す
。

原
因
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
閉
経
後
の
女
性

に
多
い
こ
と
か
ら
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
金
ス
ト
ロ
ゲ
ン
)
低
下
が
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン

低
下
に
ょ
る
尿
道
粘
膜
の
萎
縮
と

=
一

出
血
や
痛
み
あ
れ
ぱ
治
療
を

浪
は
良
見
症
状
が
な
い
場
合

に
は
峯
加
療
は
必
要
な
く
、
経

過
観
察
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
大
き
さ
の
変
化
が
な
い
か
に

゛
)
、
つ
い
て
注
音
怨
要
で
す
。

ま
た
、
出
血
や
痛
み
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
こ
う

な
ど
で
の
治
療
が
必
要
と
な
り
、

2
牛
や
拭
い
た
際
の
血
液
付
養
痛
み

と
い
っ
た
良
見
症
状
も
あ
り
、
こ

れ
を
契
機
に
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鑑
別
診
断
と
し
て
は
尿
道
脱
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
周
性
に

飛
び
出
す
特
徴
が
あ
り
、
尿
道
力

ル
ン
ケ
ル
と
は
形
一
講
に
区
別
さ

れ
ま
す
。

液
の
付
着
が
あ
っ
た
り
、
尿
道
口

付
近
の
痛
み
違
和
感
な
ど
が
あ

つ
た
り
し
た
場
合
は
一
度
近
隣

の
礫
器
科
診
察
を
受
け
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
届
県
医
師
会
、
橋
杢
貝
彦
・

芦
屋
市
、
は
し
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

際
器
科
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

改
善
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し

か
し
、
外
用
薬
使
用
で
も
症
状
が

改
善
し
な
い
場
合
や
腫
瘤
が
大
き

く
排
尿
困
難
と
な
る
場
合
に
は
外

科
的
摘
除
を
舒
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

自
覚
症
状
は
少
な
い
で
す
が
、

婦
人
登
又
診
の
際
に
突
出
す
る
腫

瘤
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
下
着
に
血

神戸新聞社令和シ年 y月.'ロ(日)

高齢女性の尿道の出口付近にできること

が多い良性の腫癌「尿道カルンケル」。出

血で気付く場合もあるが、小さいものであ

れぱ自覚症状がないことも多く、婦人科で

偶然指摘されるケースも珍しくないとい

う。症状や治療法について専門医に聞いた

朝刊


